
○津山圏域資源循環施設組合一般廃棄物処理施設等の設置及び管理に関する

条例 

 

平成２７年２月２０日    

津山圏域資源循環施設組合条例第６号    

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１

３７号。以下「法」という。）に基づき、津山圏域資源循環施設組合（以下「組

合」という。）が設置する一般廃棄物処理施設等（以下「施設」という。）の

設置及び管理に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（施設の名称等） 

第２条 施設の名称、種類及び位置は次のとおりとする。 

 ⑴ 名称 

    津山圏域クリーンセンター 

 ⑵ 種類 

    熱回収施設、リサイクル施設、管理棟、最終処分場 

 ⑶ 位置 

    津山市領家１４４６番地（熱回収施設、リサイクル施設、管理棟） 

    津山市領家１４１１番地１（最終処分場） 

（処理業務等） 

第３条 津山圏域クリーンセンター（以下「センター」という。）は、津山市、

苫田郡鏡野町、勝田郡勝央町、勝田郡奈義町及び久米郡美咲町（以下「関係市

町」という。）の区域から発生する廃棄物（法第２条第２項に定める一般廃棄

物のうち、し尿を除くものをいう。以下同じ。）を適切に処理することを業務

とする。 

 （業務の委託） 

第４条 管理者は、前条に規定する業務を委託することができる。 

（使用者） 

第５条 センターを使用することができる者は、次の各号のいずれかに該当する

者で、管理者の許可を得た者とする。 

 ⑴ 関係市町の職員 

 ⑵ 法第６条の２第２項の規定により関係市町が委託した者 

 ⑶ 法第７条の規定により関係市町が一般廃棄物の収集運搬業を許可した者 

 ⑷ 第３条に定める区域の事業者で、事業活動に伴って生じた一般廃棄物を直

接搬入しようとする者 

 ⑸ 第３条に定める区域の住民で直接搬入しようとする者 



 ⑹ その他管理者が適当であると認める者 

（処理手数料） 

第６条 使用者は、廃棄物の処理に関し、次に掲げる処理手数料（以下「手数料」

という。）に１００分の１１０を乗じて得た額を納付しなければならない。た

だし、前条第１号及び第２号に該当する者は除く。 

 ⑴ 家庭から排出されるごみで管理者が一般廃棄物処理計画で定めたもの 

   １０ｋｇにつき５０円 

 ⑵ 前号以外のごみで管理者が一般廃棄物処理計画で定めたもの 

   １０ｋｇにつき７０円 

 ⑶ 犬・ねこ等の死体 １頭につき５００円 

２ 手数料の算定基礎となる数量は、１０ｋｇを単位とする計量器の指示する値

とし、正味重量が１０ｋｇ未満のものは、１０ｋｇとみなす。 

（手数料の減免） 

第７条 管理者は、災害その他特別の事情があると認められるときは、前条の手

数料を減免することができる。 

（搬入車両の登録） 

第８条 管理者は、次の各号に掲げる者が継続してセンターを利用しようとする

ときは、その搬入車両を登録することができる。 

 ⑴ 第５条第１号から第３号までの者 

 ⑵ その他管理者が必要と認めた者 

（技術管理者） 

第９条 法第２１条第３項の規定により条例で定める技術管理者の資格は、次の

各号のいずれかに該当する者であることとする。 

 ⑴ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭和４６年厚生省令第３５

号）第１７条第１項各号に規定する者 

 ⑵ 一般財団法人日本環境衛生センターが認定するごみ処理施設技術管理士の

資格を有する者 

（その他） 

第１０条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、管理者が別に定める。 

  付  則 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

  付  則（平成３１年２月１４日条例第１号） 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成３１年１０月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の津山圏域資源循環施設組合一般廃棄物処理施設等の

設置及び管理に関する条例第６条第１項の規定は、この条例の施行の日以後に



使用したものに係る処理手数料の算定について適用し、同日前に使用したもの

に係る処理手数料の算定については、なお従前の例による。 


